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aは 2以上の整数, pは整数, s = 22p+1です。

実数 x, yが等式 2a+1 log2 3
x + 2x log2

1

3x
= logs 9

yを満たすとき

yを xの関数として表したものを y = f(x)とします。
0 ≦ x ≦ 2a+1で f(x)の最大値が 23a以下となる pの最大値・最小値を求めてください。
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解説・解答

logs 9
y = 2a+1 log2 3

x + 2x log2
1

3x

対数の底を 2に揃えて
log2 3

2y

log2 2
2p+1

= 2a+1 log2 3
x + 2x log2 3

−x

指数部分を対数の前に出して
2y log2 3

2p+ 1
= 2a+1x log2 3− 2x2 log2 3

両辺に
2p+ 1

2 log2 3
を掛けて y = (2p+ 1)(2ax− x2)です。

よって f(x) = (2p+ 1)(2ax− x2) = −(2p+ 1)
{
(x− 2a−1)2 − 22a−2

}
です。

2p+ 1 < 0のとき p ≦ −1であり y = f(x)は下に凸な放物線です。
0 ≦ x ≦ 2a+1で頂点の x座標 2a−1から最も離れた xの処で最大になるので
最大値 f(2a+1) = (2p+ 1)(2a · 2a+1 − 22(a+1)) = −(2p+ 1)22a+1です。
最大値が 23a以下なので − (2p+ 1)22a+1 ≦ 23aより p ≧ −2a−2 − 1

2
です。

pは整数なので − 2a−2 ≦ p ≦ −1です。

2p+ 1 > 0のとき p ≧ 0であり y = f(x)は上に凸な放物線です。
0 ≦ x ≦ 2a+1に頂点の x座標 2a−1を含むから頂点で最大になるので
最大値 f(2a−1) = (2p+ 1)22a−2です。
最大値が 23a以下なので (2p+ 1)22a−2 ≦ 23aより p ≦ 2a+1 − 1

2
です。

pは整数なので 0 ≦ p ≦ 2a+1 − 1です。

以上より、pの最大値 2a+1 − 1 , 最小値 − 2a−2です。

2


